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活用方針・導入/活用までのステップ

●国分寺市

VLP活用のねらい
 外出等に課題をもつ児童・生徒がＶＬＰを利用し
て、生活リズムを整え、学習習慣、社会性を養う。

 児童・生徒が、ＶＬＰで身に付けた社会性等をも
とに、学校復帰や社会的自立につなげる。

対象生徒・児童
 学校に登校できていない、また、休みがちの児童・
生徒

運営時間
 月曜日から金曜日
午前９時から正午 午後１時から午後４時
※祝祭日及び長期休業期間は除く

活用方法
 児童・生徒が自分の目標を決め、仮想空間で、ア
バターを用いて指導員や友達とコミュニケーションを
とる。また、ドリル学習などのコンテンツを利用し、
学び直しをする。

教育委員会・学校による体制づくり
① 指導員の配置等、教育委員会による体制づくり
② 対象児童・生徒と開室日時の検討・決定
③ 教育委員会主催の教職員対象説明会の実施
④ 学校による校内体制の構築

児童・生徒の活用までのステップ
① 学校が対象児童・生徒にＶＬＰの利用について
説明する。

② 利用の意思が決まったら、「申請書」を学校に提
出する。

③ 学校から、個人アカウントを受け取る。
④ バーチャル・トライルームの活用方法について、学
校と相談する。

⑤ 学校から配布されている端末を使用して、個人ア
カウントで入室し、利用を開始する。
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活動・取組み内容
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活動・取組み内容

【導入前】
 教育委員会担当者ミーティング
 教員向け説明会（動画配信）
 本市担当支援員と教育委員会担当者の打合せ

【導入初期】
 オンライン部活動
・大鉄道部

 デキタス
 みんなでプログラミング

【運用期】
 オンライン部活動
・推し活部

 トライカフェ
 わかばの会
 クイズフェスタ
 デキタス
 みんなでプログラミング
 桃太郎電鉄

【取組み内容】
 クイズフェスタ
集まった仲間でクイズを出し合う。

クイズを通して、他の参加者や支援
員と会話などのコミュニケーションを図
る機会となるようにしている。

 わかばの会
バーチャル・トライルームに初めて参

加する児童・生徒や、扱いに慣れて
いない児童・生徒が操作方法などを
学ぶ。
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声
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児童・
生徒

• 大人がいつもいてくれるので、不安が少
なく、ＶＬＰに入ることができました。

• 無理に他の人とかかわる必要がなく、
安心して利用できました。

• 他の人に話しかけてもらって、趣味や
ゲームの話ができました。

• 遊びが楽しみで利用しました。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 教育支援センター利用児童が、ＶＬＰに参加し、通所
での交流に加え、ＶＬＰでも指導員とチャットをするな
ど、交流の機会が増えた。

 導入初期に、学校から実際にＶＬＰに入って空間内
でできることを体験したいという要望があった際に、不登
校対応巡回教員が説明することで、教職員の理解が
得られ、ＶＬＰの登録者が増えた。そのことで、ＶＬＰ
での活動（クイズフェスタ等）で児童・生徒が交流する
機会をもつことができた。

 教育委員会と学校がさらに、連携して、活用できるよう
にする。

 学校でも支援策の一つとして積極的に活用していくこと
で、登録者数の増加を目指し、ＶＬＰでの交流やかか
わりを増やして、他者とのつながりをもてるようにしていく。
また、児童・生徒のログイン状況に基づき、学校職員が
ＶＬＰで、不登校児童・生徒とかかわりをもてるように
して、関係づくりや学校復帰の足掛かりとできるようにす
る。

利用者の声

• 支援員が常駐していたので、安心して
利用させることができました。

• 積極的にコミュニケーションを図る児
童・生徒が、新規利用の児童・生徒
に話しかけるなど、自然と交流が始ま
り、かかわりをもつことができた。

• デキタスの利用は、児童・生徒が自身
の学習ペースで進めることができ、効果
的だった。学習状況を指導員に報告
し、指導員が励ますことで、さらに意欲
的に取り組む児童もいた。
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